
第２６回定期大会 
9/17（日）  
１4：３０開場  

１５：００開始  

１７：００終了  

＊終了後、懇親会開催 

神奈川労働プラザ 
〒231-0026  
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２０２３年８月８日                  全国一般神奈川                    第２７９（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
８
月
９
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
８
月
１
０
日 

１
５
時 

平
労
会
館 

Ｆ
Ｆ
１
５
０
０
実
行
委
員
会 

 

●
８
月
１
２
～
１
４
日 

寿
公
園 

生
活
館 

寿
夏
祭
り 

 

●
８
月
１
３
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

 

●
８
月
２
０
日 

１
０
時 

事
務
所 

神
奈
川
Ｐ
Ｆ
Ｔ
・
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議 

 

●
８
月
２
０
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
８
月
２
４
日 

１
６
時 

事
務
所 

横
浜
交
通
開
発
会
議 

 

●
８
月
２
４
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

●
８
月
２
６
日 

１
５
時 

厚
木
ア
ミ
ュ
ー 

郵
政
会
議 

 

●
８
月
２
７
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
１
１
回
支
部
代
表
者
会
議 

 
 

●
８
月
２
８
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
１
１
回
担
当
者
会
議 

 

●
８
月
３
１
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

 

●
９
月
９
日
～
１
０
日 

１
３
時 

新
橋 

第
３
２
回
全
国
一
般
全
国
協
定
期
大
会 

 

●
９
月
１
２
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
１
２
回
執
行
委
員
会 

 

９・１７ 第２６回定期大会へ！ 
職場で、地域で、全国で、雇用と生活を守る取り組みと、

反戦・反基地平和を求める取り組みをすすめよう！ 
組
合
員
の
皆
さ
ん
！ 

全
国
一
般
神
奈
川
は
、
来
る
９
月
１

７
日
、
第
２
６
回
定
期
大
会
を
神
奈
川

労
働
プ
ラ
ザ
で
開
催
す
る
。
コ
ロ
ナ

禍
、
直
後
の
資
源
の
高
騰
と
、
円
安
政

策
に
よ
る
諸
物
価
の
高
騰
は
、
私
た
ち

労
働
者
、
生
活
者
の
生
活
を
直
撃
し
て

い
る
。
更
に
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
か
ら
１
年
半
、
戦
火
は
深
ま
り
、
世

界
を
覆
う
緊
張
は
、
日
増
し
に
高
ま
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
共
有
化

し
、
こ
れ
か
ら
１
年
の
活
動
方
針
を
す

べ
て
の
組
合
員
で
確
認
し
て
い
き
た

い
。 過

去
に
な
い
賃
上
げ
と
言
わ
れ
た

２
３
春
闘
は
、
見
事
に
私
た
ち
中
小
企

業
労
働
者
、
非
正
規
労
働
者
、
派
遣
労

働
者
に
波
及
は
し
な
か
っ
た
。
神
奈
川

に
お
い
て
も
、
賃
上
げ
０
で
交
渉
が
継

続
し
て
い
る
職
場
も
あ
れ
ば
、
最
賃
を

見
越
し
た
、
秋
の
賃
金
改
定
を
言
い
出

す
非
正
規
職
場
の
使
用
者
も
い
る
。
岸

田
政
権
が
声
高
々
に
賃
上
げ
を
叫
ん

で
も
、
一
部
民
間
大
手
本
工
労
働
者
に

し
か
波
及
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
ま
ず

は
確
認
し
て
い
き
た
い
。
そ
こ
に
生
活

必
需
品
や
食
料
品
と
い
っ
た
生
活
に

欠
か
せ
な
い
物
価
の
高
騰
が
直
撃
し

て
い
る
。
一
部
賃
上
げ
が
お
こ
な
わ
れ

た
労
働
者
に
と
っ
て
も
実
質
賃
金
は

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
私
た
ち
労

働
者
は
も
と
よ
り
、
年
金
生
活
者
を
は

じ
め
あ
ら
ゆ
る
生
活
者
が
困
難
を
極

め
て
い
る
。
安
倍
政
権
か
ら
続
く
「
官

製
春
闘
」
は
、
岸
田
政
権
に
代
わ
ろ
う

と
も
私
た
ち
に
恩
恵
は
無
く
、
私
た
ち

自
身
が
、
職
場
で
、
地
域
で
賃
上
げ
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
さ
ら
に

明
確
に
な
っ
た
。 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

は
１
年
半
を
経
て
、
収
束
ど
こ
ろ
か
戦

火
は
拡
大
し
て
い
る
。
岸
田
政
権
は
、

欧
米
側
に
立
ち
位
置
を
鮮
明
に
し
、
和

平
を
働
き
か
け
る
ど
こ
ろ
か
、
も
は
や

一
方
の
戦
争
加
担
者
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
の

脅
威
を
煽
り
、
大
幅
な
軍
事
費
の
増
大

と
、
敵
基
地
攻
撃
を
進
め
る
た
め
の
、

南
西
諸
島
で
の
軍
事
基
地
強
化
を
進

め
て
い
る
。
大
幅
な
軍
事
予
算
の
増
額

は
、
一
方
で
社
会
保
障
費
の
削
減
、
将

来
的
な
増
税
を
想
定
し
て
お
り
、
ま
さ

に
「
国
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
」

と
い
う
軍
事
費
の
増
大
は
、
皮
肉
に
も

私
た
ち
の
命
と
生
活
を
危
機
に
陥
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。 

私
た
ち
は
、
今
ま
さ
に
貧
困
と
、
戦

争
へ
の
道
に
直
面
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
社
会
運
動
の
一
つ
で

あ
る
労
働
運
動
の
役
割
は
大
き
い
。
職

場
で
、
そ
し
て
地
域
、
全
国
で
、
雇
用

と
生
活
を
守
る
取
り
組
み
と
、
反
戦
・

反
基
地
平
和
を
求
め
る
取
り
組
み
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。 

第
２
６
回
定
期
大
会
を
成
功
さ
せ
、

職
場
で
、
地
域
で
運
動
を
進
め
て
い
こ

う
。
命
と
生
活
と
平
和
を
守
る
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
こ
う
。
（
沢
口
） 

恒例カレーパーティー開催 
7/23 支部代終了後に加藤農

園の馬鈴薯を使ったカレーを

皆で食べ交流を深めました。 

昨年度第 25 回大会の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年８月８日                 全国一般神奈川                    第２７９号（２） 

８
月
１
５
日
、
７
８
回
目

の
敗
戦
記
念
日
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
戦
後
長

い
月
日
が
経
っ
て
な
お
、
戦

禍
の
跡
は
県
下
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
残
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

７
月
１
７
日
か
ら
４
日

間
の
予
定
で
開
始
さ
れ
た

神
奈
川
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル

に
参
加
し
ま
し
た
。
神
奈
川

ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル
は
、
県
下

の
戦
跡
を
見
学
し
過
去
の

戦
争
を
学
び
地
域
の
方
と

の
交
流
、
ま
た
市
町
村
を
訪

問
し
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
く
活
動
を
す
る
中
で
、

「
学
び
の
一
日
に
！
」 

神
奈
川
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル
参
加 

自

転

車

リ

レ

ー

で
、
広
島
（
８
月
６

日
）
、
長
崎
（
８
月

９
日
）
を
目
指
す

取

り

組

み

で

し

た
。 参

加
し
た
工
程

初
日
は
、
川
崎
市

平
和
館
で
館
長
の

出
席
を
得
て
出
発

式
を
開
催
、
川
崎

市
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
頂
き
自
転
車

で

出

発

し

ま

し

た
。
横
浜
・
鶴
見
線

国
道
駅
に
あ
る
機
銃
掃
射

の
弾
痕
後
の
見
学
、
横
浜
ノ

ー
ス
ド
ッ
ク
に
並
ぶ
揚
陸

艦
の
見
学
、
横
浜
三
沢
公
園

に
あ
る
横
浜
市
戦
没
者
慰

霊
碑
の
見
学
、
昼
食
後
は
大

和
市
の
台
湾
人
少
年
工
慰

霊
碑
の
見
学
、
厚
木
基
地
の

見
学
と
申
入
れ
と
盛
り
だ

く
さ
ん
の
企
画
で
し
た
。 

２
日
目
と
３
日
目
は
県

央
１
２
の
市
町
村
を
自
転

車
で
訪
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
き
、
最
終
日
は
、
神
奈
川

に
一
番
近
い
浜
岡
原
子
力

発
電
所
へ
の
申
し
入
れ
で
、

静
岡
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し

横浜ノースドック付近を走る! 

神 奈 川 県 共 闘 学 習 会 

７
月
２
０
日
、
横
浜
市
技
能
文

化
会
館
に
お
い
て
２
０
２
３
年
度

の
県
共
闘
学
習
会
が
「
横
浜
ノ
ー

ス
ド
ッ
ク
米
陸
軍
楊
陸
艇
部
隊
配

備
と
日
米
軍
事
一
体
化
」
の
テ
ー

マ
で
、「
す
べ
て
の
基
地
に
Ｎ
Ｏ
！

を
フ
ァ
イ
ト
神
奈
川
」
の
木
元
茂

夫
氏
を
講
師
に
１
９
名
の
参
加
で

行
わ
れ
た
。
木
元
さ
ん
か
ら
過
去

の
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
の
実
態
や
運
用

が
時
系
列
で
わ
か
り
や
す
く
説
明

が
あ
り
、
特
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

際
の
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
の
具
体
的
な

役
割
と
そ
れ
に
対
す
る
抗
議
活
動

（
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
→
相
模
原
補
給

ま
し
た
。
県
下
の
基
地
や
戦

績
を
め
ぐ
り
、
過
去
と
現
在

を
学
び
、
県
下
市
町
村
を
訪

問
す
る
こ
と
で
そ
の
活
動

を
知
る
こ
と
が
で
き
充
実

し
た
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル
で
、

二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
な

い
と
の
思
い
を
新
た
に
す

る
日
々
で
し
た
。 

し
か
し
、
現
実
は
、
国
連

憲
章
を
破
る
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
激
し
い

戦
闘
が
続
い
て
い
ま
す
。
戦

地
で
は
原
発
も
攻
撃
の
対

象
と
な
る
な
ど
状
況
は
悪

化
の
一
途
で
す
が
逸
早
い

終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

一
方
国
内
で
は
、
台
湾
危
機

や
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発

射
な
ど
を
こ
と
さ
ら
に
取

り
上
げ
、
南
西
諸
島
の
基
地

強
化
と
兵
器
の
増
強
、
軍
備

拡
大
競
争
に
向
う
か
の
よ

う
な
政
府
の
姿
が
あ
り
ま

す
が
、
平
和
憲
法
を
活
か

し
、
力
強
く
平
和
外
交
の
道

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。
次
の
世
代
に
残

す
も
の
は
、
戦
争
、
核
兵
器
、

核
の
ゴ
ミ
で
は
な
い
の
だ

か
ら
。 

 

（
佐
藤
） 

 

廠
へ
の
米
軍
戦
車
修
理
搬
送
、
補

給
廠
前
の
座
り
込
み
と
飛
鳥
田
横

浜
市
長
に
よ
る
抗
議
、
政
府
と
の

交
渉
）
は
、
今
回
の
揚
陸
艇
配
備
の

目
的
、
ま
た
今
後
私
た
ち
市
民
に

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
ヒ
ン

ト
に
も
な
っ
た
。 

岸
田
政
権
が
狙
う
の
は
台
湾
有

事
を
口
実
に
し
た
日
米
軍
事
一
体

化
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
ノ
ー
ス

ド
ッ
ク
を
恒
久
的
な
軍
事
基
地
化

し
て
、
沖
縄
県
の
各
米
軍
基
地
や

横
田
・
横
須
賀
や
厚
木
な
ど
の
他

の
基
地
と
の
武
器
や
人
員
の
運
用

を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
に
あ

横
浜
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
米
陸
軍
楊
陸
艇
部
隊
配
備
と
日
米
軍
事
一
体
化 

る
。
実
際
に
小
型
揚
陸
艇
の
配
備

だ
け
で
な
く
、
海
兵
隊
４
０
２
人

を
搭
載
し
た
よ
り
大
型
揚
陸
艇
の

接
岸
や
、
国
内
法
に
照
ら
し
て
も

違
法
な
飛
行
場
で
も
な
く
管
制
塔

も
な
い
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
か
ら
オ
ス

プ
レ
イ
の
離
発
着
が
行
わ
れ
て
い

る
。
墜
落
事
故
が
い
つ
起
こ
っ
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。 

横
浜
の
中
心
で
ま
さ
に
既
成
化

し
て
い
る
、
な
し
崩
し
的
な
軍
事

基
地
化
に
対
し
て
、
地
域
の
行
政

や
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
闘
い
を
共

に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
八
木
） 

２
０
２
３
最
低
賃
金
審
議
会
へ
の
意
見
を
提
出
！ 

日
本
の
経
済
は
「
人
件
費
を
抑
え
て

企
業
の
利
益
を
確
保
す
る
」
と
い
う
や

り
方
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
こ
ろ

に
来
て
い
ま
す
。「
持
続
可
能
な
社
会
」

を
皆
が
考
え
ざ
る
を
得
な
い
局
面
に
来

て
い
ま
す
。
最
低
賃
金
は
、
こ
れ
ら
の

情
勢
に
対
応
し
、
「
未
来
を
展
望
し
た

も
の
」
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

派
遣
・
有
期
労
働
者
を
と
り
ま
く
状

況
は
益
々
厳
し
く
な
り
、
最
低
賃
金
で

働
く
労
働
者
の
賃
金
は
、
家
計
補
助
や

学
生
の
こ
ず
か
い
稼
ぎ
の
ア
ル
バ
イ
ト

と
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
最
賃
で
働

く
労
働
者
が
、
家
計
を
担
っ
て
い
る
の

が
現
実
で
す
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
家

庭
で
育
つ
子
供
た
ち
は
家
事
労
働
、
ア

ル
バ
イ
ト
に
忙
殺
さ
れ
て
お
り
、
や
っ

と
進
学
出
来
て
も
、
卒
業
後
は
、
奨
学

金
の
ロ
ー
ン
返
済
地
獄
が
待
っ
て
い
ま

す
。
故
に
、
将
来
の
結
婚
や
出
産
も
お

の
ず
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
。
今
、
社

会
で
「
少
子
高
齢
化
の
問
題
」
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
最
低
賃
金
の
問
題
と

決
し
て
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

最
賃
審
議
会
も
毎
年
労
働
局
へ
の
答

審
で
、
下
請
け
単
価
の
ア
ッ
プ
等
の
意

見
を
添
付
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
対

す
る
行
政
か
ら
の
回
答
、
検
討
結
果
の

報
告
は
ほ
と
ん
ど
聞
き
ま
せ
ん
。結
局
、

「
言
わ
せ
放
し
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
賃
審
議
会
に
は
最
賃
で
働
く
労
働
者

の
参
加
を
公
募
し
て
最
賃
労
働
者
の
意

見
の
反
映
も
図
る
べ
き
で
す
。 

最
低
生
計
費
は
、
１
カ
月
１
５
０
時

間
労
働
と
し
て
、
時
給
１
５
０
０
円
で

計
算
す
る
と(

月
２
２
５
０
０
０
円
＋

１
５
０
０
０
円
（
物
価
昇
分
）
の
最
低

賃
金
が
必
要
と
い
う
計
算
結
果
が
出
て

き
ま
す
。 

そ
の
上
で
、
①
全
国
一
律
の
最
賃
制

の
確
立
（
交
通
網
が
発
達
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
業
務
が
可
能
な
社
会
に

な
り
つ
つ
あ
り
、
都
市
へ
の
人
口
集
中

は
「
地
方
創
成
」
に
逆
行
し
て
い
ま
す
）

②
本
工
―
非
正
規
の
格
差
の
是
正
③
下

請
け
単
価
の
改
善
（
大
企
業
の
内
部
留

保
を
放
出
さ
せ
、
中
小
下
請
け
か
ら
の

利
益
の
吸
い
上
げ
を
止
め
る
べ
き
で

す
）
④
安
定
し
た
労
働
力
確
保
の
た
め

の
労
働
者
の
保
護
政
策
の
拡
充
⑤
少
子

高
齢
化
問
題
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
皆
が
生
き
生
き
働
け
る
社
会
の

実
現
に
向
け
最
賃
の
大
巾
値
上
げ
を
！

共
に
闘
お
う
！ 

 
 
 

（
米
山
） 


